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１．入院されてから手術までの関わり

２．手術後の関わり

３．食事の食べ方

４．退院後の生活を考えた指導



胃がんと告知されて

 どのように病気を受け止めていますか？

「手術して病気を治したい！」
「手術しないといけないから、、、」
「先生に全てお任せします」

病気と向かい合う気持ちを持つ



患者さんを知る

 患者さんの話を傾聴する

・患者さんが何を知りたいのか
・病気、治療のことをどこまで
理解しているのか

手術はどのくらい時間がかかるのか？
他にも同じ病気の人がいるのか？
手術してもご飯が食べられるのか？



手術に向けて

 疑問の解決・不安の軽減

医師からの説明

術前オリエンテーション
‘‘手術の準備を整える’’

入院診療計画書説明
‘‘退院までの流れの説明’’



入院診療計画書



手術に向けて

 疑問の解決・不安の軽減

入院診療計画書説明
‘‘退院までの流れの説明’’

術前オリエンテーション
‘‘手術の準備を整える’’

医師からの説明



説明はどうでした？

アレはどうなるんだろう？
よく分からなかったなぁ…
もう一度聞きたいけど…

いいですよ



手術に向けて

 疑問の解決・不安の軽減

入院診療計画書説明
‘‘退院までの流れの説明’’医師からの説明

術前オリエンテーション
‘‘手術の準備を整える’’



不安、心配・・・

不安と疑問の解決・改善
患者さまに寄り添う看護



患者さんに起こる変化

 生活環境の変化

自宅から病院に変わる
他患者さんとの療養生活が始まる

 日常生活動作の変化

検査や手術後は、自分でできていたことが難しくなる
あくまでも 『一時的』 に起こる変化

生活の質を落とさない為に



早期離床に向けた援助

 手術後は早めに動く

安静にしなくて
大丈夫なの？

少しずつ体を
動かしましょう

早期離床とは、ベッドから早く離れること



早く体を動かすことの必要性

 早く手術前のからだに戻る

 腸の動きが活発になる

 体の回復が早くなる

体を早く動かすことは
良いことがいっぱい！



食事が始まります

 手術後３～５日目には食事が始まる

 食事が始まって患者さんが思うこと

全部食べても大丈夫？
縫ったところから漏れない？

どんなものなら食べてもいい？



食事は少しずつ変わります

・胃の消化機能に負担をかけない食べ物
・手術後には手術後の食べ方

ゆっくり食べる

小分けに食べる



食事のときに気をつけることは？

 ダンピング症状（冷や汗、動悸、めまい、全身倦怠感など）

食べたものが一気に腸へと流れこむことで起こる症状

・分割食
・食後の姿勢（食後１５分間位座った姿勢で）

 食後のつかえ感、嘔吐

・食べるときによく噛むことを意識して
・休息をとりながら食べることを意識して
・食事をやわらかいものに変えてみる



手術後の胃はこうなっています



退院に向けての指導

 食事の内容・食べ方

 排便コントロール

退院後は患者さんが自分で
管理していくことが大切！
入院中に練習して、退院後
に困らないようにしましょう



私たちが大切にしている看護

 患者さんの理解者になる

 安全・安楽に過ごせる

 退院後の生活を考えた支援

 生活の質を落とさない


